
須玖犬の
スグちゃん

夏休みに
春日北小と春日北中の
みんなと発掘調査

したよ

掘立柱建物跡大　溝

奈良時代
の穴

奴
国
か
わ
ら
ば
ん

第六号
令和四年九月二十二日

な　
　

        

こ　
　

く

・
春
日
北
小
学
校
を
子
ど
も
た
ち
が
発
掘
調
査
。

・
須
玖
岡
本
遺
跡
岡
本
地
区
26
次
調
査
の
成
果
。

・
須
玖
岡
本
遺
跡
の
今
後
の
発
掘
予
定
。

・
第
９
回
世
界
考
古
学
会
議
で
須
玖
岡
本
遺
跡
を
紹
介
。

◀発掘調査予定地

▶
レ
ー
ダ
ー
探
査
の
結
果

▶
春
日
北
小
学
校
（
須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡
）
調
査
区
全
景

▶
発
掘
調
査
の
よ
う
す

←裏面につづく

春
日
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
掘
調
査

弥
生
時
代
の
掘
立
柱
建
物
跡
な
ど
を
確
認
!!

　

令
和
４
年
７
月
21
日
～
８
月
22
日
、
春
日
北
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
地
中
レ
ー

ダ
ー
探
査
の
結
果
を
検
証
す
る
た
め
、
ま
た
、
遺
跡
の
種

類
や
残
存
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
の
場
所
は
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
で
大
型

建
物
ら
し
き
反
応
の
あ
っ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
北
に

あ
る
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
南
西
側
。
東
西
10
ｍ×

南
北

５
ｍ
を
調
査
し
ま
し
た
。
検
出
し
た
主
な
遺
跡
は
、
弥

生
時
代
の
掘
立
柱
建
物
跡
と
奈
良
時
代
頃
の
穴
や
溝
、

江
戸
時
代
か
ら
春
日
北
小
学
校
が
造
ら
れ
る
ま
で
利
用

さ
れ
た
水
田
に
伴
う
水
路
（
大
溝
）
で
し
た
。
弥
生
時
代

の
高
床
式
の
倉
庫
の
可
能
性
が
あ
る
掘
立
柱
建
物
跡
の
柱

穴
は
、
深
さ
が
10
㎝
前
後
と
非
常
に
浅
い
た
め
、
弥
生
時

代
の
地
表
は
50
㎝
程
度
削
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
確
認
し
た
掘
立
柱
建
物
跡
は
、

地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
で
反
応
の
あ
っ
た
大
型
建
物
ら
し

き
も
の
と
規
模
や
向
き
が
異
な
っ
て
お
り
、
別
の
建
物

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
で
反
応
し
た
建
物
跡
は

ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
詳
細
に
分
析

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
空
中
写
真
と
地
中
レ
ー

ダ
ー
探
査
の
画
像
を
重
ね
合
わ
せ
た
時
に
、
誤
差
が
出

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
来
明

ら
か
に
し
た
か
っ
た
建
物
跡
は
、
今
回
の
調
査
区
の
南

側
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。　

今
回
の
発
掘
調

査
で
は
、
目
的
と

し
た
大
型
建
物
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
弥
生
時
代

な
ど
の
遺
跡
を
確

認
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
も
発

掘
調
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
素
晴
ら

し
い
遺
跡
の
上
で

学
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
こ
れ
は
何
で
す
か
？
」

生
徒
児
童
が
大
興
奮

※

見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
の
予
防
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

７
月
28
日
、
春
日
北
小
学
校
の
児
童
37
人
、
29
日
、

春
日
北
中
学
校
の
生
徒
６
人
が
、
春
日
北
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
は
、
大
溝
の
発
掘
調
査
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

真
剣
な
眼
差
し
で
ス
コ
ッ
プ
を
持
ち
、
慎
重
に
発
掘
を

進
め
ま
し
た
。
遺
物
が
出
た
時
に
は
「
こ
れ
は
何
で
す

か
？
」
と
市
職
員
に
尋
ね
、
掘
り
出
し
た
弥
生
土
器
や

江
戸
時
代
の
陶
磁
器
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。



▲26 次調査区全景（左）、隣接地から出土した勾玉・小玉（右）

▲新しく設置された説明板

▶
発
表
資
料

　

令
和
４
年
５
月
17
日
～
８
月
23
日
、昨
年
度
、地
中
レ
ー

ダ
ー
探
査
を
行
っ
た
諸
岡
川
東
側
の
史
跡
地
を
発
掘
調
査

し
ま
し
た
。
調
査
地
の
東
側
は
２
ｍ
程
度
高
く
、
過
去
の

発
掘
調
査
な
ど
で
甕
棺
が
出
土
し
、
大
型
ガ
ラ
ス
勾
玉
や

千
個
を
超
え
る
ガ
ラ
ス
小
玉
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
26
次
調
査
で
は
上
部
が
削
ら
れ
た
甕
棺
が
出
土

し
、
ガ
ラ
ス
玉
な

ど
の
副
葬
品
が
出

土
す
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て

い
ま
し
た
。

　

調

査

の

結

果
、

昔
、
諸
岡
川
が
氾

濫
し
、
弥
生
時
代

の
墓
地
が
あ
る
丘

陵
を
大
き
く
削
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
弥

生
時
代
の
墓
地
は
、

西
側
の
諸
岡
川
に

向
か
っ
て
傾
斜
す

る
丘
陵
部
の
西
の

際
ま
で
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
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発
掘
調
査
し
ま
し
た

須
玖
岡
本
遺
跡
岡
本
地
区
26
次
調
査

　

奴
国
の
丘
歴
史
公
園
と
岡
本
公
園
の
間
に
は
、
林
が

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
は
、
ほ
ぼ
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
両
公
園
で
確
認
さ
れ
た
甕
棺
墓
な
ど
の
弥
生

時
代
の
墓
地
が
あ
る
の
か
、
住
居
や
青
銅
器
工
房
な
ど
の

集
落
が
見
つ
か
る
の
か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
度
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
行
い
、
遺

跡
が
あ
り
そ
う
な
部
分
を
特
定
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
遺
跡
が
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
か
っ

た
た
め
、
今
年
度
の
冬
に
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。
日
程

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
の
予
防
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

何
が
発
見
さ
れ
る
の
か
？

須
玖
岡
本
遺
跡
岡
本
山
地
区
８
次
調
査

　

も
っ
と
須
玖
岡
本
遺
跡
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き

た
く
思
い
王
墓
西
側
に
あ
る
史
跡
地
の
３
ヶ
所
に
説
明
板

を
設
置
し
、
奴
国
王
に
ち
な
み
こ
の
道
路
を
「
キ
ン
グ
ダ

ム
ロ
ー
ド
」
と
仮
称
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
野
神
社
北

東
側
の
史
跡
地
に
も
説
明

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

王
墓
の
説
明
版
は
、
中

に
入
っ
て
安
全
に
読
め
る

よ
う
に
、
杭
と
ロ
ー
プ
を

工
夫
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
新
し
い

説
明
板
を
見
て
い
た
だ
き

感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
ね
。

（
仮
称
）
キ
ン
グ
ダ
ム
ロ
ー
ド

須
玖
岡
本
遺
跡
に
新
た
な
説
明
板
を
設
置

　

令
和
４
年
７
月
３
日
～
８
日
、
チ
ェ
コ
共
和
国
プ
ラ

ハ
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
世
界
考
古
学
会
議
（
Ｗ
Ａ
Ｃ

-

９
）
で
、
文
化
財
課
職
員
が
須
玖
岡
本
遺
跡
に
つ
い

て
リ
モ
ー
ト
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
同
会
議
の
会
長
を
務
め
る
春
日
市
文

化
財
専
門
委
員
の
溝
口
孝
司
さ
ん
（
九
州
大
学
教
授
）

か
ら
の
紹
介
。
同
遺
跡
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
、
現
在

の
取
り
組
み
や
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
整
備
な
ど
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

須
玖
岡
本
遺
跡
を
世
界
へ
発
信

世
界
考
古
学
会
議
で
発
表


